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皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
大
館
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理

解
を
頂
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
西
日
本
を
中
心
と
し
た
広
範
囲
に
、
大
雨
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
ま
た
過
去

に
例
が
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
者
並
び
に
被
災
地
に
対
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
悔
や
み

申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
農
業
委
員
会
は
、
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ

る
新
体
制
へ
移
行
し
、
１
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
の

農
業
委
員
に
加
え
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
各
地
区
に

配
置
さ
れ
、
両
委
員
連
携
し
な
が
ら
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
益
々
農
地

の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
現
場
活
動
を
推

進
し
、
地
域
の
相
談
役
と
し
て
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
に
応

え
て
参
り
た
く
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
の
ご
相
談
と
併
せ
、

各
地
区
に
配
置
さ
れ
て
い
る
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
是
非
、
ご
活
用
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
利
用
・
維
持
を
図
り
、
大
館
市
の
農
業
発
展
の
た
め
、

農
業
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
館
市
農
業
委
員
会

会　
長　

糸　
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由
衛
門

新
体
制
で
の
農
業
委
員
会
活
動

　

農
業
委
員
会
の
活
動

を
報
告
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
必
須

業
務
と
な
っ
た
農
地
利

用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
農
業
委

員
会
全
体
で
の
情
報
の

共
有
が
必
要
で
あ
り
、

農
地
の
あ
っ
旋
依
頼
や

返
還
さ
れ
た
農
地
の
速

や
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ
活

動
の
実
施
は
、
地
域
の

担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
活
動
の
強
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
遊

休
農
地
の
未
然
予
防
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
新

体
制
移
行
後
、
初
め
て

の
取
り
組
み
と
し
て
、

冬
季
期
間
に
お
い
て
、

農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の

情
報
共
有
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
解
約
や

離
農
、
経
営
縮
小
等
に

よ
る
農
地
の
あ
っ
旋
依

頼
の
情
報
を
共
有
し
、

地
域
の
事
情
を
総
合
的

に
考
慮
し
た
う
え
で
担

い
手
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
た
結
果
、約
４
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
早
期
に

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

が
で
き
、
少
な
か
ら
ず

成
果
は
表
れ
た
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
中

山
間
地
域
や
耕
作
不
便

地
へ
の
対
応
に
は
特
効

薬
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
活
動
に
お
い

て
も
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
農
業
委

員
会
と
し
て
も
微
力
な

が
ら
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
連
携
と
活
動
を
強

化
し
、
地
域
農
業
者
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
か
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

地区別の班体制で行われた会議の様子

初
め
て
の
取
り
組
み
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総会開催・申請受付日程
　大館市農業委員会では、毎月１回総会を開催しています。農地の売買、貸し借り、転用等
をしようとする方は、受付締切日までに農業委員会に申請書を提出してください。
　平成30年９月から翌年７月までの農業委員会総会の開催予定は、次のとおりです。

※総会開催日は変更になる場合があります。

総会開催予定日

平成30年９月14日（金）

　　　　10月16日（火）

　　　　11月14日（水）

　　　　12月７日（金）

平成31年１月16日（水）

　　　　２月14日（木）

　　　　３月14日（木）

　　　　４月12日（金）

　　　　５月15日（水）

　　　　６月13日（木）

　　　　７月11日（木）

８月27日（月）

９月25日（火）

10月25日（木）

　　　　　　11月22日（木）

　　　　　　12月25日（火）

１月25日（金）

２月25日（月）

３月25日（月）

　　　　　　４月25日（木）

５月24日（金）

６月25日（火）

転用申請届出受付締切日 転用等現地調査日各種申請届出受付締切日
（転用以外）

８月30日（木）

９月28日（金）

10月30日（火）

１月30日（水）

２月27日（水）

３月28日（木）

５月30日（木）

６月28日（金）

９月５日（水）

10月４日（木）

11月６日（火）

12月３日（月）

１月９日（水）

２月５日（火）

３月５日（火）

４月４日（木）

５月８日（水）

６月４日（火）

７月２日（火）
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お申し込みは農業委員会事務局まで

農地パトロールを実施中！

農業委員会からのお知らせ

転用の相談は農業委員会へ

農業委員会では、遊休農地の解消、違反転用の発生
防止と早期発見のため、すべての農地を対象として
農地パトロール（利用状況調査）を実施します。
農業委員・推進員が各地区を巡回し、お話を伺うこ
ともありますので、皆さんのご協力をお願いいたし
ます。

　農地法第３条に基づく農地の売買・贈与・貸借等には、農業委員会の許可が必要です。また、農
地法第４条及び５条に基づく農地転用許可は、転用（農地を農地以外のものにすること）する農地の
面積が２haを超える場合は秋田県が許可権限を有し、２ha以下の場合は大館市が許可権限を有して
います。
　申請や相談の窓口は農業委員会です。申請内容によっては許可できない場合もありますので、事
前にご相談ください。また、荒廃した農地の相談にも応じていますので、お気軽にご相談ください。
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老後の備えは国民年金プラス

加入条件は

●
●
●
●

保険料は月額２万円から６万７千円まで自由に決められます。
年金は生涯支給されます。
節税効果が期待できます。（保険料は全額社会保険料控除）
農業の担い手には国から保険料の補助があります。

国民年金
第１号被保険者
※国民年金保険料納付免除者を除く

※青色申告をしている認定農業者などが対象となります。39歳までの加入が条件です。

農業者年金の加入申し込みやお問い合わせはお近くのJAまたは農業委員会事務局まで

年間60日以上
農業に従事

20歳以上
60歳未満

農業者年金に加入を

保険料は月額２万円から６万７千円まで自由に決められます。

家
族
経
営
協
定
調
印
式

家
族
経
営
協
定
調
印
式
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大
館
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農

家
の
皆
さ
ん
が
魅
力
的
な
農
業
経

営
を
目
指
し
、
経
営
計
画
や
働
き

や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、

家
族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に
基

づ
い
て
取
り
決
め
る
「
家
族
経
営

協
定
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

協
定
書
の
締
結
・
調
印
に
つ
い
て

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
19
日
比
内
総
合
支
所
で

「
赤
坂
敏
さ
ん
ご
家
族
（
山
田
）」

の
家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

経
営
主
で
あ
る
敏
さ
ん
は
水
稲

と
山
の
芋
の
複
合
経
営
を
行
い
、

長
男
の
善
大
さ
ん
は
平
成
26
年
か

ら
農
業
経
営
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
近
隣
農
家
よ
り
作

業
受
委
託
も
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
敏
さ
ん
を
中
心
に

妻
の
美
千
子
さ
ん
・
後
継
者
の
善

大
さ
ん
と
作
業
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
責
任
を
も
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
家
族
経
営
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、
善
大

さ
ん
は
将
来
的
に
安
定
し
た
生
活

を
考
え
、
農
業
者
年
金
加
入
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
、
協
定
締
結
に

よ
り
国
庫
助
成
を
活
用
で
き
る
こ

と
を
知
り
、
家
族
経
営
協
定
締
結

へ
の
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
館
市
で
は
平
成
29
年
度
ま
で

に
24
組
の
家
族
経
営
協
定
が
締
結

さ
れ
、
新
た
に
１
組
の
ご
家
族
の

家
族
経
営
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
合
計
25
組
に
な
り
ま

し
た
。


